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令和５年度第３回  

富士見市障害者施策推進協議会議事録  

日  時  令和６年３月 １９ 日（火）  
開会  午前１ ０時 ００分  
閉会  午前１ １時 ２０分  

場  所  市民福祉活動 セン ターぱれっと  会 議室１・２  

出 席 者 

委 員  

小菅委員  田嶋委員  朝倉委員  齊藤委員  小川委員  

〇  欠  〇  欠  〇  

木内委員  斉 藤 委 員  国分委員  小寺委員  瀬尾委員  

〇  欠  〇  欠  〇  

高橋委員  長澤委員  橋本委員  鶴澤委員  古川委員  

〇  〇  欠  〇  〇  

細野委員  相澤委員     

〇  〇     

事 務 局  
障がい福祉課  水 口課長、谷合 副課 長、加治係長 、  
三浦係長、谷 田主 任、桐谷主任 、小 泉主事  

公 開 ・  
非 公 開  

公開（傍聴者 なし ）  

議 題  

１ .協議会開会  

２ .あいさつ  

３ .議題  

（１）報告事 項  

①権利擁護・ コミ ュニケーショ ン部 会  

②相談支援部 会  

（２）協議事 項  

①  障がい者差別 に関 する相談状況 につ いて  

②  あいサポート 運動 の事業報告に つい て  

③  第６次富士見 市障 がい者 支援計 画の 策定について  

（パブリック コメ ントの結果報 告 ）  

 ④  次期のスケ ジュールにつ いて  

４ .その他  

 ・事務局か らの 報告  

５ .閉会  
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会長  

１ .協議会開会   

２ .会長挨拶  

 本日も議題が多 く あるが、忌憚 の ない意見をい ただ きたい。 

３ .議題  

（１）専門部 会報 告  

①  権利擁護・コ ミュ ニケーション 部会  

会 議 を ３ 月 ８ 日 に 実 施 。 防 災 チ ラ シ の 作 成 に つ い て 協 議

したので、委 員の 意見を反映し たも ので 作成する 。障 がい

者 差 別 の 相 談 状 況 に 関 し て 、 重 大 案 件 が な い こ と が 報 告

され、あいサ ポー ト運動の成果 とも 言えるので、今後 も あ

いサポート運 動を 通じて普及啓 発に 努め ていく。  

②  相談支援部会  

児童チームは 、１ 月３０日実施 。能 登半島地震の 状況 に鑑

み、強度行動 障が いの人の避難 所に ついては、一 般の 避難所

では難しいの では ないかと いう 意見 が出された。  

精 神 チ ー ム は 、 ２ 月 ２ ５ 日 実 施 。「 精 神 障 が い に も 対 応 し

た地域包括ケ アシ ステム」の協議 の 場とし、困難事 例 、地域

の課題及びニ ーズ について 、法改 正 に伴う医療保 護入 院等の

変 更 に つ い て 、 朝 霞 保 健 所 の 職 員 か ら 話 を き く こ と が で き

た。  

就 労 チ ー ム は 、 １ 月 １ ７ 日 実 施 。「 切 れ 目 の な い 支 援 」 と

して、特 別支援学 級の生徒の卒 業後 の進路を確認 し、教育相

談室と支援の 方向 性を協議した 。ま た、サポ ート校な どから

相談を受けて おり 、障がいの疑い が あると思われ るケ ースに

ついては慎重 に対 応することや 、学 校外の支援に つい ても呼

びかけた。  

 児童事業所 連絡 会は、児 童福祉法 の改正のこと や、能登半

島地震の被災 状況 から 各事業所 の災 害時の対応に つい て、情

報共有した。  

 人材育成チ ーム の懐疑につい ては 、体調不良の委 員 が生じ

たため中止し た。今後は、振り返 り や来年度の進 め方 、地域

の事業所の職 員同 士のつながり と人 材育成をして いき たい。 

 こどもの就 学に ついて、特別支 援 学校高等部の 入学 試験は
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会長  

 

不合格で、普通 学 校の入学試験 に合 格した生徒が いる ことに

驚いた。今後は 、支援が必要な 時に 相談を受けら れる 体制を

どう構築する かが 課題である 。また 、グレー ゾーンの お子さ

んは、普通校、サ ポート校にも 在学 していると思 われ るので、

どのような支 援が できるか考え てい きたい。  

（２）協議事 項  

①障がい者差 別に 関する相談状 況 に ついて  

資料 3 にそって事 務局が説明。  

視覚障がいの ある 方から、 1 件相談 があり、当 事者と 相手側

から聞き取り をし た。その 結果、本 人の認識違い であ ること

がわかり 、障がい 者差別に該当 しな いと判断 し 、本人 にも報

告した。  

②  あいサポート 運動 の事業報告に つい て  

資料 4 にそって事 務局が説明 。  

研修について 、金 融機関が多く 受講 さ れ、学 校は１０ 校が

受講した。障 害者 週間のあいサ ポー トイベントに つい ては、

戦 争 で 両 眼 の 視 力 と 両 手 を 失 っ た 元 教 師 の 方 を 講 師 に 開 催

し、好評を 得た。また、令和 ６年４ 月１日 、障 害者差 別解消

法の改正によ り、民間事業者も 合理 的配慮の提供 が義 務化さ

れるので 、商工会 、ららぽ ーと富士 見 の全店舗に 啓発 チラシ

を配布し周知 した 。  

あいサポート 運動 について、私 は ヘ ルプマークや ヘル プカ

ードの話を通 じて 子どもたちに 福祉 教育をしてい きた い。  

あいサポータ ー研 修受講者も１ 万人 を超え、これ から も継

続してほしい 事業 である。  

③  第６期富士見 市障 がい者支援計 画の 策定について （パ ブ  

リックコメン トの 結果報告）  

資料５．７に そっ て事務局が説 明  

夕方支援につ いて 、 利用希望者 が多 い と考えられ るの で、

複数の事業所 で受 けてもらえる よう 働きかけてほ しい 。  

計画書の文章 に、重度障がい者 につ いての 定義づ けが 必要

と思うので、 注釈 を記載すると 親切 である。  

難しいかもし れな いが、 良い表 現が あれば提案し てほ し  

い。また、重層的 支援体制とは 、横 断的に様々な 問題 に対し  
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支援していく とい う解釈でよい か  

様々な問題を 、福 祉政策課を中 心に 関係する課が 一緒 に対

応し、相談か らも れないように てい く。  

④  次期のスケジ ュー ルについて  

資料 6 にそって事 務局が説明  

次期計画策定 につ いて、今 回のよう に調査が遅く なり 、そ

れ か ら 取 り ま と め と な る と 時 期 を 逸 し 内 容 を 検 討 す る 時 間

が十分とれな かっ た 印象がある。調 査時期を早め てプ ロセス

が丁寧に組め るよ う 進めてほし い。  

余裕をもった 形で 進められると よい 。  

４ .その他  

①  あいサポート 運動 について、次年度 で１０周年を 迎え る。 

先般、メ ッセンジ ャー と意見交 換を 行った。体制は富 士見

市、三芳町から 社 会福祉協議会 へ業 務委託をして 協働 で進め

ていたが、そ れぞ れの市町で取 組む こととなった 。  

精神保健福祉 講座 について、今回 は ３月１３日に 予定 だった

が、講師が体 調不 良で実施でき なか った。  

災害防災チラ シ に ついて、部会 で作 成したものを 配布 する。 

②  本協議会の委 員の 任期について は最 終年であり、 公募 委  

員を４月１日 （月 ）から４月２ ２日 （月）まで募 集す る。  

大規模災害時 の支 援について、予め 避難場所がわ かれ ば部

会を通じて伝 えて いきたい 。能登半 島地震で 、１月中 に２か

所しか福祉避 難所 が開設できな かっ た。暖房 、水な ど のライ

フラインが確 保で きず、個 別配慮が 届かなかった 。計 画のア

ンケ―トでも 避難 行動要支援登 録制 度について、６ 割 の人が

この制度を知 らな かった 。登録者に 至っては 4.4％に過ぎな

い。今後は全 体会 でも協議の場 があ ってもよいと 思う 。  

５ .閉会  


